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1

地域の歴史地域の歴史

一
．
国
史
跡
大
桑
城
跡

濃
尾
平
野
北
端
の
中
山
間
部
か
ら
両

り
ょ
う

白は
く

山
地
支
脈
の

山
間
部
へ
と
広
が
る
山
県
市
で
す
が
、
戦
国
時
代
に
は
、

こ
こ
が
美
濃
国
の
政
治
の
中
心
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
市
の
高
富
地
域
と
美
山
地
域
に
ま
た
が
る
古

城
山
（
標
高
四
〇
七
・
五
ｍ
）
に
築
か
れ
た
大
桑
城
と

そ
の
城
下
町
に
、
美
濃
守
護
所
が
天て

ん

文ぶ
ん

四
（
一
五
三
五
）

年
か
ら
約
八
年
間
、
所
在
し
て
い
た
の
で
す
。

清せ
い

和わ

源
氏
の
流
れ
を
汲
む
美
濃
土
岐
氏
の
土
岐
頼よ

り

貞さ
だ

は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
か
ら
南
北
朝
の
動
乱
に
か
け
て
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

に
従
い
戦
功
を
挙
げ
、
室
町
幕
府
の
初
代
美
濃

国
守
護
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
守
護
は
鎌
倉
・
室
町
両
幕

府
の
職
制
で
、
国
ご
と
に
置
か
れ
た
軍
事
・
行
政
官
で

し
た
。
応
仁
の
乱
（
応お

う

仁に
ん

元
年
～
文ぶ

ん

明め
い

九
年
（
一
四
六

七
～
七
七
年
）
）
の
後
、
守
護
土
岐
成し

げ

頼よ
り

が
木
曽
川
流

域
の
革か

わ

手て

（
現
在
の
岐
阜
市
南
部
）
に
居
館
を
構
え
ま

す
が
、
守
護
所
の
場
所
は
そ
の
後
、
革
手
か
ら
長
良
川

流
域
の
福ふ

く

光み
つ

、
枝え

だ

広ひ
ろ

へ
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
枝
広
（
現

在
の
岐
阜
市
長な

が

良ら

）
に
は
天て

ん

文ぶ
ん

元
（
一
五
三
二
）
年
、

守
護
所
が
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
年
後
に
は
長
良
川
の

大
洪
水
で
守
護
所
や
そ
の
一
帯
が
被
害
を
受
け
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
大
桑
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

古
城
山
上
の
大
桑
城
に
つ
い
て
、
地
元
で
伝
承
が
残

り
、
研
究
者
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
考
古
学
的

調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
二
（
二
〇

二
〇
）
年
か
ら
遺
跡
の
総
合
調
査
が
始
ま
り
、
伝
「
岩

門
」
・
伝
「
台
所
」
・
曲く

る

輪わ

群
で
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
桑
城
で
は
岩
門
を
設
け
た
り

庭
園
を
造
っ
た
り
し
て
守
護
所

と
し
て
の
権
威
を
誇
る
た
め
の

外
観
・
機
能
が
整
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
居
住
空
間
を
設
け
る

た
め
に
谷
筋
に
曲
輪
群
が
造
成

さ
れ
た
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
大
桑
城
城
下
町
が
位

置
し
た
古
城
山
南
麓
大
桑
地
区

で
は
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年

度
以
降
、
試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
都
市
的
空
間
の
解

明
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
谷
間
に
で
き
た
当
時
の
町

に
は
「
四し

国こ
く

堀ぼ
り

」「
越
前
堀
」「
外
堀
」
等
、
町
を
外
部

と
区
別
し
、
町
と
城
を
守
る
防
御
施
設
が
築
か
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
城
下
町
の
構
造
は
、
越
前
の
一い

ち

乗
じ
ょ
う

谷だ
に

朝あ
さ

倉く
ら

氏し

遺
跡
（
現
在
の
福
井
市
）
と
の
類
似
性
を

見
て
と
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
大
桑
城
は
「
戦

国
時
代
に
お
け
る
守
護
大
名
の
本
拠
地
の
構
造
を
知
る

上
で
重
要
な
遺
跡
」
と
し
て
評
価
を
受
け
、
今
年
（
令

和
八
年
）
二
月
十
七
日
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
大
桑
城
の
残
し
た
も
の

大
桑
に
守
護
所
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
天
文
十
二

（
一
五
四
三
）
年
ま
で
で
し
た
。
こ
の
年
に
大
桑
で
大

き
な
合
戦
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
詳
細
を
伝
え
る
同
時

代
の
史
料
は
残
り
ま
せ
ん
が
、
事
件
後
の
状
況
か
ら
斎

藤
道ど

う

三さ
ん

が
大
桑
城
を
攻
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

城
下
町
に
は
「
四
国
堀
跡
」
等
の
防
御
施
設
跡
が
現

存
し
、
当
時
の
町
並
み
（
屋
敷
・
寺
院
等
の
所
在
）
を

伝
え
る
地
名
・
伝
承
も
残
り
ま
す
。
大
桑
の
廃
絶
後
、

守
護
所
の
機
能
は
井い

の

口く
ち

（
後
の
岐
阜
）
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
町
人
ら
も
こ
の
時
、
道
三
に
よ
っ
て
移
住
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
で
、
現
在
も
岐
阜
市
内
に
「
上か

み

大お
お

久く

和わ

町
」

「
中な

か

大お
お

桑く
わ

町
」「
下し

も

大
桑
町
」
の
地
名
が
残
り
ま
す
。

土
岐
氏
の
信
仰
し
た
寺
社
が
今
も
大
桑
の
地
に
所
在

し
ま
す
。
菩ぼ

提だ
い

寺じ

の
南な

ん

泉せ
ん

寺
は
、
永え

い

正
し
ょ
う

十
四
（
一
五
一

七
）
年
、
守
護
の
土
岐
政ま

さ

房ふ
さ

が
崇そ

う

福ふ
く

寺
（
現
在
の
岐
阜

国史跡大
お お

桑
が

城跡と禅宗

岐
阜
県
山や

ま

県が

た

市
の
高た

か

富と

み

地
域
・
美み

山や

ま

地
域
に
ま
た
が

る
古こ

城
じ
ょ
う

山
に
は
、
か
つ
て
大
桑
城
が
築
か
れ
、
山
麓
に

城
下
町
が
広
が
り
ま
し
た
。
美み

濃の

の

国く

に

の
政
治
の
中
心
の

守
護
所
が
、
戦
国
時
代
の
約
八
年
間
、
こ
こ
に
置
か
れ

た
の
で
す
。
当
時
を
偲し

の

ば
せ
る
大
桑
城
跡
は
、
今
年
、

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査
か
ら
は
岐
阜

城
や
伊
勢
湾
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
山
頂
付
近
に
庭
園

が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
、
美
濃
国
守
護
の

土と

岐き

氏
が
こ
の
地
に
も
た
ら
し
た
雅

み
や
び

な
文
化
が
窺

う
か
が

え
ま

す
。
土
岐
氏
が
遺の

こ

し
た
禅
宗
の
気
風
は
、
後
に
な
っ
て

も
、
こ
の
地
か
ら
禅
僧
や
仏
教
学
者
を
生
み
ま
し
た
。

大桑城を復元した歴史考証イラスト
＜イラスト：香川元太郎氏／考証：中井均氏・山県市教育委員会＞

美濃国・尾張国の守護所の位置図
＜出典：『守護所と戦国城下町』＞

大桑城跡の発掘調査風景
＜山県市教育委員会提供＞
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れ
に
反
対
し
、
開
山
の
関か

ん

山ざ
ん

慧え

玄げ
ん

（
正

し
ょ
う

平へ
い

十
五
・
延え

ん

文ぶ
ん

五
（
一
三
六
〇
）
年
没
）
以
来
、
師
か
ら
弟
子
へ
受
け

伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
の
維
持
を
主
張
し
ま
し
た
。

愚
堂
と
大
愚
は
と
も
に
、
寺
院
の
開
山
や
衰
退
し
た

寺
院
の
復
興
を
多
数
手
掛
け
ま
し
た
。
愚
堂
は
東
陽
英

朝
が
開
山
し
た
大だ

い

仙せ
ん

寺
（
現
在
の
八
百
津
町
）
を
稲
葉

方ま
さ

通み
ち

の
外げ

護ご

の
下
で
復
興
さ
せ
、
東
陽
が
没
し
た
少

し
ょ
う

林り
ん

寺
（
現
在
の
各
務
原
市
）
も
復
興
さ
せ
ま
し
た
。
大
愚

は
元げ

ん

和な

二
（
一
六
一
六
）
年
建
立
の
江
戸
の
南
泉
寺
（
現

在
の
東
京
都
荒
川
区
）
に
住
持
し
、
広
く
人
々
を
教
化

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
濃
に
戻
り
、
寛か

ん

永え
い

三
（
一
六

二
六
）
年
頃
は
大
桑
の
南
泉
寺
の
住
持
で
し
た
。
大
愚

は
福
井
藩
主
松
平
光み

つ

通み
ち

に
招
か
れ
、
万ま

ん

治じ

元
（
一
六
五

八
）
年
、
越
前
松
平
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た

大だ
い

安あ
ん

禅
寺
（
現
在
の
福
井
市
）
を
開
山
し
て
い
ま
す
。

四
．
古
田
紹
欽
と
愚
堂
東
寔

古
田
紹

し
ょ
う

欽き
ん

は
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
下し

も

伊い

自じ

良ら

村
大
森
（
現
在
の
山
県
市
大
森
）
に
生
ま
れ
、
後

に
北
海
道
大
学
や
日
本
大
学
の
教
授
を
務
め
た
仏
教
学

者
で
す
。
紹
欽
が
師
と
し
た
の
は
、
仏
教
や
禅
思
想
を

英
語
の
著
作
（
『
禅
と
日
本
文
化
』
等
）
で
欧
米
に
紹

介
し
た
鈴
木
大だ

い

拙せ
つ

で
し
た
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
、

紹
欽
は
大
拙
と
と
も
に
、
鎌
倉
に
設
立
さ
れ
た
松ま

つ

ヶが

岡お
か

文
庫
の
建
設
・
運
営
に
関
わ
り
、
大
拙
の
死
の
翌
年
（
昭

和
四
十
二
年
）
に
は
文
庫
長
に
な
り
ま
し
た
。
『
鈴
木

大
拙
全
集
』（
昭
和
四
十
三
～
四
十
六
年
）
の
編
集
は
氏

の
業
績
で
す
。

紹
欽
は
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
、
九
歳
で
愚
堂
東
寔

ゆ
か
り
の
東
光
寺
に
小
僧
と
し
て
預
け
ら
れ
、
翌
年
に

は
郡
上
八
幡
の
慈じ

恩お
ん

寺
に
移
り
、
そ
こ
で
出
家
得
度
し

ま
し
た
。
後
に
紹
欽
は
自
ら
の
人
生
と
愚
堂
と
を
結
び

付
け
て
、
「
村
で
偉
い

人
に
な
れ
と
い
う
と

き
、
い
つ
も
こ
の
国
師

〔
愚
堂
〕
が
そ
の
手
本

と
さ
れ
…
…
子
供
心

に
も
偉
い
人
だ
と
知
っ

市
）

か
ら
仁じ

ん

岫
し
ゅ
う

宗そ
う

寿じ
ゅ

を
招
き
開か

い

山さ
ん

し
ま
し
た
。

大
桑
に
守
護
所

を
据
え
た
土
岐

頼よ
り

芸の
り

の
筆
と
伝

わ
る
鷹た

か

画
等
、

土
岐
氏
ゆ
か
り

の
品
々
が
伝
来

し
ま
す
。

仁
岫

を
継
い
だ
快か

い

川せ
ん

紹
じ
ょ
う

喜き

は
晩
年
、
甲か

斐い

武
田
氏
と
運
命
を
共
に
し
た
こ
と

で
有
名
で
す
。
十

じ
ゅ
う

五ご

社し
ゃ

神
社
は
平
安
時
代
創
建
と
伝
え

ら
れ
、
頼
芸
が
源
氏
の
氏
神
を
勧か

ん

請
じ
ょ
う

・
合ご

う

祀し

し
、
土
岐

氏
の
氏
神
と
し
て
崇す

う

敬け
い

し
ま
し
た
。
天
文
九
（
一
五
四

〇
）
年
奉
納
の
一
対
の
狛こ

ま

犬い
ぬ

は
笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石
製
で
、
こ
の
石

は
越
前
（
現
在
の
福
井
県
）
で
し
か
採
掘
で
き
ず
、
国

外
持
ち
出
し
が
当
時
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

土
岐
氏
と
越
前
朝
倉
氏
と
の
緊
密
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
桑
城
落
城
は
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
も
大
事
件
で

し
た
。
現
在
で
も
、
戦
死
者
を
供く

養よ
う

す
る
た
め
南
泉
寺

の
仁
岫
が
詠よ

ん
だ
と
さ
れ
る
詩
が
刻
ま
れ
た
「
六ろ

く

万ま
ん

墓ぼ

」
碑
が
「
四
国
堀
跡
」
近
く
に
立
ち
、
そ
の
付
近
に

は
二
五
〇
回
忌
供
養
の
「
千せ

ん

人に
ん

塚づ
か

」
も
遺
り
ま
す
。
一

方
、
古
城
山
北
麓
の
青あ

お

波な
み

地
区
の
山
中
に
は
、
幕
末
に

建こ
ん

立
り
ゅ
う

さ
れ
た
「
土
岐
大だ

い

権ご
ん

現げ
ん

」
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
碑
の
場
所
で
は
住
民
が
供
養
を
毎
年
続
け
て
い
ま

す
。
地
元
の
伝
承
は
、
青
波
地
区
か
ら
火
が
放
た
れ
て

落
城
し
た
話
や
山
腹
の
切き

り

井
戸
に
隠
さ
れ
た
金
の
鶏
の

話
、
十
段
稲は

架さ

（
稲
束
を
干
す
台
）
の
話
等
、
合
戦
に

ま
つ
わ
る
も
の
だ
け
で
も
、
幾
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
、
大
桑
地
区
住
民
が

協
力
し
合
い
、
高
さ
約
三
ｍ
の
「
ミ
ニ
大
桑
城
」
を
古

城
山
山
頂
に
設
置
し
ま
し
た
。
建
物
自
体
は
弘ひ

ろ

前さ
き

城
天

守
閣
を
モ
デ
ル
に
し
た
そ
う
で
、
か
つ
て
の
大
桑
城
の

厳
密
な
再
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
郷
土
の
歴
史
の
象

徴
的
な
存
在
と
し
て
、
同
城
の
誇
り
あ
る
事じ

蹟せ
き

を
伝
え

残
そ
う
と
す
る
人
々
の
活
動
は
、
城
が
地
域
に
と
り
重

要
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。
山
頂
で

は
毎
年
四
月
、
「
城
山
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
．
愚
堂
東
寔
と
大
愚
宗
築

現
在
の
山
県
市
小こ

倉ぐ
ら

に
所
在
す
る
東と

う

光こ
う

寺
は
、
地
元

の
華
翁
頼ら

い

舜し
ゅ
ん

と
い
う
人
が
龍

り
ゅ
う

の
昇
天
を
見
た
と
言
わ
れ

る
場
所
に
、
そ
の
師
の
希き

雲う
ん

楚そ

見け
ん

が
創
建
、
文ぶ

ん

亀き

年
間

（
一
五
〇
一
～
〇
三
年
）
に
東と

う

陽よ
う

英え
い

朝
ち
ょ
う

が
開
山
し
た
臨り

ん

済ざ
い

宗
し
ゅ
う

妙
み
ょ
う

心し
ん

寺
派
の
寺
院
で
す
。
土
岐
氏
出
身
の
東
陽
は
、

応
仁
の
乱
で
荒
廃
し
た
妙
心
寺
を
復
興
さ
せ
た
雪せ

っ

江こ
う

宗そ
う

深し
ん

の
法は

っ

嗣す

（
師
か
ら
仏
法
の
奥
義
を
伝
え
ら
れ
た
弟
子
）

の
一
人
で
し
た
。
こ
の
時
期
の
妙
心
寺
で
は
雪
江
の
四

人
の
法
嗣
が
そ
れ
ぞ
れ
派
を
作
り
、
以
後
各
派
が
共
同

で
教
団
を
支
え
る
体
制
が
で
き
上
が
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
、
現
在
の
山
県
市
域
か
ら
二
人
の
禅

僧
が
出
ま
し
た
。
天て

ん

正
し
ょ
う

五
（
一
五
七
七
）
年
に
山
県
郡

大お
お

森も
り

村
（
現
在
の
同
市
大
森
）
で
生
ま
れ
東
光
寺
で
修

行
し
た
愚ぐ

堂ど
う

東と
う

寔
し
ょ
く

と
、
同
十
二
（
一
五
八
四
）
年
、
武む

儀ぎ

郡
佐さ

野の

村
（
現
在
の
同
市
佐
野
）
で
生
ま
れ
快
川
紹

喜
の
法
系
の
大た

い

愚ぐ

宗そ
う

築ち
く

で
す
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は

こ
の
時
期
、
禅
宗
の
本
旨
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
動
き

が
生
ま
れ
、
愚
堂
と
大
愚
も
慶け

い

長
ち
ょ
う

十
一
（
一
六
〇
六
）

年
頃
、
雲う

ん

居ご

希き

膺よ
う

ら
若
き
修
行
僧
と
と
も
に
全
国
各
地

の
道
場
を
巡
っ
て
名
僧
の
下
へ
参
禅
し
、
問
答
を
応
酬

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
愚
堂
と
大
愚
は
後
に
、

中
国
・
明
か
ら
の
渡
来
僧
隠い

ん

元げ
ん

（
承

じ
ょ
う

応お
う

三
（
一
六
五
四
）

年
来
日
）
を
妙
心
寺
に
招
く
動
き
が
起
こ
っ
た
際
、
こ

て
い
た
。
国

師
の
塔
や
高

井
家
〔
愚
堂

の
生
家
〕
一

門
の
墓
の
近

く
で
…
…
仲

間
と
あ
ば
れ

廻ま
わ

っ
て
遊
ん

だ
が
」
「
後

年

禅

門

に

入
っ
て
出
家

得
度
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
そ
う
な
る
べ
き
因い

ん

縁ね
ん

の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
」
と
記
し
て
い

ま
す
。
紹
欽
は
早
く
も
旧
制
松
江
高
等
学
校
在
学
中
に

愚
堂
に
つ
い
て
調
べ
、
論
文
を
寄
稿
し
て
お
り
、
昭
和

十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
は
近
世
日
本
臨
済
禅
の
復
興

経
路
を
ま
と
め
た
『
愚
堂
・
無ぶ

難な
ん

・
正

し
ょ
う

受じ
ゅ

』
を
著
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
、
山
県
市
洞ほ

ら

田だ

に
開
館

し
た
古
田
紹
欽
記
念
館
は
、
紹
欽
の
書
画
や
そ
の
生
涯
・

交
友
関
係
に
ま
つ
わ
る
品
々
を
展
示
し
、
遺
族
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
氏
の
蔵
書
約
一
万
冊
を
中
心
と
す
る
図
書
を

配
架
貸
出
し
て
い
ま
す
。
茶
会
や
文
化
行
事
を
催
す
空

間
も
備
え
た
、
地
域
の
文
化
拠
点
で
す
。

■
参
考
文
献

『
国
史
跡
大
桑
城
跡
　
―
歴
史
的
価
値
と
今
後
の
保

存
活
用
―
』 

山
県
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
六
年

『
大
桑
城
跡
　
―
総
合
調
査
報
告
書
―
』

山
県
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
五
年

『
大
桑
城
跡
発
見
伝
』『
土
岐
鷹
か
ら
麒
麟
へ
』　

山
県
市
教
育
委
員
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
守
護
所
と
戦
国
城
下
町
』

　
内
堀
信
雄
・
鈴
木
正
貴
・
仁
木
宏
・
三
宅
唯
美
編

高
志
書
院
　
二
〇
〇
六
年

『
愚
堂
東
寔
遺
墨
選
』

　
愚
堂
禅
師
三
五
〇
年
遠
諱
事
務
局
　
二
〇
一
〇
年

『
大
仙
寺
展
』花

園
大
学
歴
史
博
物
館
　
二
〇
一
三
年

『
大
安
禅
寺
の
名
宝
』

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
　
二
〇
一
九
年

『
愚
堂
・
無
難
・
正
受
』

古
田
紹
欽
　
弘
文
堂
　
一
九
四
四
年

『
幾
山
河
　
わ
が
禅
仏
教
へ
の
道
』

古
田
紹
欽
　
講
談
社
　
一
九
八
四
年

美濃土岐氏菩提寺の南泉寺（山県市大桑）

愚堂東寔像
自賛　狩野探幽筆
慶安元（1648）年
大仙寺（岐阜県加茂郡
八百津町）
＜画像提供：花園大
学歴史博物館＞

大愚宗築像
自賛
寛文元（1661）年
南泉寺（東京都荒川区）
＜画像提供：同上＞

紹欽の書斎を再現した古田紹欽記念館２階
の「紹欽心の間」＜古田紹欽記念館提供＞
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東
西
静
ま
れ
唄う

た

お
ろ
す

　
今
年
の
日
照
り
は
大
日

照
り

　
畑
の
作
り
は
ま
だ
お
ろ
か

　
沼
地
も
田
ん
ぼ

も
枯
れ
果
て
て

　
百
姓
ど
も
も
困
り
果
て

　
氏
神
様

へ
と
踊
り
こ
み

　
再
度
の
願
い
は
掛
け
た
け
ど

　
ご

利り

生
し
ょ
う

の
雨
は
下
さ
れ
ず

　
…
…
こ
の
上
願
う
は
龍

り
ゅ
う

神じ
ん

と
　
大
き
な
龍
を
ば
先
に
立
て

　
八
大
龍
王
の
ご
利

益
で

　
帰
り
の
蓑み

の

笠が
さ

ず
ぶ
ぬ
れ
に

　
勇
ん
で
下
山
の

で
き
る
よ
う

　
さ
っ
そ
く
雨
を
ば
く
だ
さ
れ
よ
…
…

「
十
六
拍
子
」（
雨
乞
い
歌
）

こ
う
し
た
歌
と
共
に
鉦か

ね

を
鳴
ら
し
、
太
鼓
を
叩た

た

き
、

天
に
雨
を
願
う
し
か
な
い
時
代
が
、
山
県
市
伊
自
良
地

域
に
は
あ
り
ま
し
た
。

一
．
山
県
市
の
雨
乞
い

か
つ
て
日
本
各
地
に
は
多
様
な
雨
乞
い
の
習
俗
が
あ

り
、
山
県
市
で
も
集
落
ご
と
に
独
自
の
雨
乞
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
比
較
的
広
い
範
囲
で
行
わ

れ
て
い
た
の
は
、
太
鼓
踊
り
に
よ
る
雨
乞
い
祈
願
で
す
。

人
々
は
、
鎮
守
の
社
や
寺
に
集
ま
り
、
雷
鳴
を
擬
し
た

鉦
と
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
唄
い
踊
り
、
雨
乞
い
祈
願
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
と
き
は
山
頂
へ
雨
装

束
（
蓑
笠
）
で
集
結
し
、
柴し

ば

を
刈
っ
て
焚た

き

火び

を
お
こ
し
、

周
囲
を
囲
ん
で
太
鼓
踊
り
と
般は

ん

若に
ゃ

心し
ん

経
ぎ
ょ
う

で
雨
乞
い
祈
願

を
行
い
ま
し
た
。

大
正
中
期
ま
で
は
、
旱か

ん

魃ば
つ

以
外
の
と
き
で
も
、
田
植

え
が
終
わ
る
と
集
落
ご
と
に
村
の
鎮
守
に
集
ま
っ
て
技
を

競
っ
た
そ
う
で
す
が
、
村
に
娯
楽
が
浸
透
し
て
く
る
と
関

心
は
薄
れ
、
雨
乞
い
の
太
鼓
踊
り
は
次
第
に
失
わ
れ
て

ゆ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
北き

た

山や
ま

雨
乞
い
太
鼓
・

雨
乞
い
踊
り
（
美み

山や
ま

地
域
）、
伊
自
良
十
六
拍
子
（
伊
自

良
地
域
）
は
今
で
も
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
山
県

市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）。
こ
の
二
地
域
は
、
特
に
水

に
苦
労
し
た
た
め
、
他
に
も
独
自
の
雨
乞
い
習
俗
が
あ
り

ま
し
た
。
美
山
に
つ
い
て
は
、『
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
』
六
一
号

（
二
〇
〇
七
年
）
に
「
美
山
の
雨
乞
い
」
と
し
て
既
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
伊
自
良
の
雨
乞
い
を
紹

介
し
ま
す
。

二
．
伊
自
良
の
雨
乞
い

伊
自
良
の
雨
乞
い
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
古
い
記

述
に
、『
風
俗
画
報
』
二
七
三
号
（
明
治
三
十
六
（
一
九

〇
三
）
年
）
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
雑
誌
は
編
集

方
針
の
一
つ
に
、「
各
地
に
伝
わ
る
地
方
風
俗
の
紹
介
」

が
あ
り
、
記
事
は
「
か
を
る
」
と
い
う
人
物
か
ら
の
投

稿
で
す
。
実
際
に
雨
乞
い
を
行
っ
て
い
た
時
期
の
文
章

で
あ
り
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
た
め
紹
介
し
ま
す
（
表

記
は
読
み
や
す
い
よ
う
現
代
風
に
改
め
、
一
部
補
足
を

加
え
ま
し
た
）。

美
濃
国
山
県
郡
伊
自
良
村
の
雨
乞
い

雨
乞
い
も
ウ
ン
カ
送
り
（
虫
送
り
）
と
同
じ
如ご

と

く
、

太
鼓
と
鉦
を
鳴な

ら

し
、
歌
を
唄
い
（
歌
は
知
ら
ず
）、
当

村
に
て
最
も
高
き
釜か

ま

ヶが

谷た
に

と
云い

う
山
の
腹
に
、
三み

ツつ

釜が
ま

と
云
う
深
き
池
あ
り
、
其そ

の
岸
を
廻ま

わ

り
雨
を
乞
う

な
り
。
服
装
は
皆
笠か

さ

を
冠か

ぶ

り
、
簔み

の

を
着

ち
ゃ
く

し
、
雨
降
り

の
装

よ
そ
お
い

な
り
。
そ
れ
に
て
も
雨
な
き
時
は
、
二
頭
の
大だ

い

龍
り
ゅ
う

を
作
り
雨
を
乞
う
な
り
。
余
言
な
れ
ど
先
年
天
気

続
き
し
為た

め

雨
乞
を
成
し
し
に
、
雨
無
き
故
、
龍
を
作

り
た
れ
ば
、
不
思
議
や
大
雨
と
な
り
、
遂つ

い

に
水
害
を

受
け
し
事
あ
り
き
。

伊
自
良
の
雨
乞
い
に
は
段
階
が
あ
り
ま
し
た
。『
山
県

市
の
祭
り
と
民
俗
芸
能
』
に
よ
れ
ば
、
右
の
『
風
俗
画

報
』
の
記
事
で
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
伊
自
良
で

も
他
地
域
同
様
、
ま
ず
は
近
く
の
氏
神
様
で
太
鼓
（
伊

自
良
十
六
拍
子
）
を
叩
き
祈
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

降
ら
な
い
場
合
は
、
上
流
の
水
神
様
、
さ
ら
に
は
、
三

ツ
釜
で
太
鼓
を
叩
き
祈
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
雨
が

地域の治水・利水地域の治水・利水

伊
い

自
じ

良
ら

の雨乞い

山
県
市
伊
自
良
地
域
で
は
現
在
、
水す

い

稲と

う

を
中
心
と
し

た
農
業
を
行
っ
て
お
り
、
他
に
も
蕎そ

麦ば

・
栗
・
野
菜

類
・
柿
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
連れ

ん

柿が

き

は
、
渋
柿

の
皮
を
む
き
、
串
に
刺
し
て
軒
先
で
干
す
、
晩
秋
の
風

物
詩
で
す
。
近
年
で
は
、
観
光
い
ち
ご
農
園
や
、
黒
ニ

ン
ニ
ク
の
加
工
販
売
も
人
気
を
高
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
か
つ
て
は
、
排
水
の
良
す
ぎ
る
痩
せ
た
土
地

の
た
め
、
家
族
の
食く

い

扶ぶ

持ち

米ま

い

を
賄
う
事
す
ら
難
し
い
地

域
で
し
た
。
日
照
り
の
際
、
人
々
は
最
後
の
手
段
と
し

て
雨
乞
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
近
代
の
開
拓
事
業
実

施
後
、
こ
の
地
域
の
農
業
は
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。

今も伊自良川上流の水量は少なく、伏流水は伊自良地域南端（ハリヨ公園・東光寺付近）
から地表に湧出する＜山県市教育委員会提供＞

『風俗画報』273号（明治36
（1903）年８月号）表紙
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得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
伊
自
良
地
域
総
出
で
釜
ヶ
谷
山

に
登
り
、
山
頂
で
柴
を
焚
く
「
千せ

ん

把ば

焼
」
を
決
行
し
、

記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
雌
雄
の
龍
を
作
っ
て
「
龍た

つ

廻ま
わ

し
」

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

龍
廻
し
は
最
後
の
手
段
で
し
た
。
龍
廻
し
の
人
々
は
、

太
鼓
（
十
六
拍
子
）
で
は
や
し
立
て
な
が
ら
、
夏
の
焼
け

石
の
よ
う
な
伊
自
良
河
原
を
、
伊
自
良
地
域
の
南
端
か

ら
北
端
ま
で
、
地
区
境
で
龍
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
上の

ぼ

り
、

伊
自
良
川
水
源
の
釜
ヶ
谷
の
、
龍
廻
し
（
地
名
）
に
到
着

す
る
頃
に
は
、
行
列
は
数
百
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
人
々
は
、
二
頭
の
龍
が
舞
う
周
り
を
、
幾
重
に

も
囲
ん
で
踊
り
、
太
鼓
（
十
六
拍
子
）
を
叩
き
ま
し
た
。

唄
い
納
め
と
な
っ
て
行
事
が
落
ち
着
く
と
、
二
頭
の
龍

は
、
龍
廻
し
広
場
の
川
上
に
あ
る
三
ツ
釜
に
納
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
三
つ
の
深
い
淵ふ

ち

が
あ
り
、
古
来
よ

り
龍
宮
に
通
じ
、
龍
神
の
棲す

む
場
所
と
し
て
、
村
人
か

ら
神
秘
的
に
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
土
地
で
し
た
。

人
々
は
龍
神
へ
の
切
な
る
願
い
を
込
め
て
、
龍
廻
し

を
行
い
ま
し
た
。

三
．
伊
自
良
の
土
地
環
境

雨
乞
い
の
背
景
に
は
、
地
質
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
自
良
地
域
は
長
良
川
の
支
流
、
伊
自
良
川
の
上
流

域
に
あ
た
り
ま
す
。
古
く
は
『
和わ

名
み
ょ
う

抄
し
ょ
う

』（
平
安
中
期
）、

『
釈

し
ゃ
く

日に

本ほ
ん

記ぎ

』（
鎌
倉
末
期
）
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

伊
自
良
川
の
水
源
・
釜
ヶ
谷
に
は
豊
富
な
水
が
あ
る
の

に
水
不
足
、
と
い
う
の
は
不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
ま

拓
村
民
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
幾
度
も
話
し
合
い
の
場

を
設
け
、
つ
い
に
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
に

着
工
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
九
月
に
伊
自
良

開
拓
事
業
用
水
溜
池
（
伊
自
良
湖
）
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
ま
し
た
。

村
内
に
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
幹
線
水
路
と
、
灌か

ん

漑が
い

施
設
が
設
け
ら
れ
、
未
利
用
地
を
水
田
開
発
し
、
灌

漑
畑
も
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）

年
に
は
土
地
改
良
事
業
に
着
工
し
、
昭
和
五
十
三
（
一

九
七
八
）
年
に
土
地
改
良
事
業
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
抑
え
た
「
ク

リ
ー
ン
農
業
」
が
進
め
ら
れ
、
伊
自
良
村
（
当
時
）
は

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
県
か
ら
「
ふ
る
さ
と
ク

リ
ー
ン
村
」
一
号
の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
十

五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
山
県
郡
の
高た

か

富と
み

町
・
伊
自
良
村
・

美
山
町
の
三
町
村
が
合
併
し
て
山
県
市
が
誕
生
す
る
と
、

「
山
県
市
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
村
い
じ
ら
協
議
会
」
が
組

織
さ
れ
、
伊
自
良
地
域
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
農
業
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
し
た
。
近
年
で
は
、

令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
に
農
業
者
及
び
関
係
者
で
構
成

す
る
「
山
県
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

山
県
市
全
体
で
、
よ
り
一
層
の
有
機
農
業
取
組
面
積
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
代
以
降
の
開
拓
事
業
を
背
景
に
、
伊
自
良
の
雨
乞

い
も
現
在
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
祖
先
の

水
に
対
す
る
想お

も

い
を
凝
縮
し
た
雨
乞
い
の
太
鼓
（
十
六

拍
子
）
と
龍
廻
し
は
、
時
代
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
地
元

の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
ん
が
、
こ
の
川
は
伊
自
良
地
域
の
北

端
か
ら
南
端
ま
で
を
、
伏ふ

く

流
り
ゅ
う

し
て
流
れ

る
水
な
し
川
で
し
た
。
ま
た
、
両
岸
の

平
地
も
砂
や
砂
利
が
多
く
、
雨
水
は
地

面
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
礫れ

き

層そ
う

が

深
い
た
め
地
下
水
の
汲く

み
上
げ
も
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
の
美
濃
国
地
誌
『
新し

ん

撰せ
ん

美み

濃の

志し

』
に
も
「
常
は
水
な
く
、
砂

川
に
て
洪
水
の
時
水
い
づ
」
と
あ
り
、

普
段
は
伏
流
し
て
一
滴
の
水
も
な
い
反

面
、
い
っ
た
ん
豪
雨
に
な
る
と
夥

お
び
た
だ

し
い
土
砂
を
押
し
流

し
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
こ
の
川
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

上
流
部
の
人
々
は
谷
間
や
山
裾
の
わ
ず
か
な
土
地
に
、

溜た
め

池い
け

か
ら
水
を
引
い
て
田
を
作
り
、
雑
木
林
の
間
に
点

在
す
る
礫
の
多
い
畑
を
耕
し
ま
し
た
。
生
活
用
水
は
、

山
の
谷
間
か
ら
竹た

け

樋ひ

で
水
舟
ま
で
導
い
た
り
、
堀
り
抜

き
井
戸
の
所
有
者
か
ら
も
ら
い
水
を
し
て
賄
い
ま
し
た
。

水
舟
か
ら
各
家
庭
の
水み

ず

甕が
め

ま
で
の
水
運
び
は
、
女
性
や

子
供
た
ち
が
担に

な

い
ま
し
た
。
お
勝
手
の
水
甕
を
満
た
す

に
は
三
往
復
、
風
呂
を
沸
か
す
に
は
六
往
復
は
必
要
で
、

一
日
も
休
む
こ
と
は
で
き
な
い
つ
ら
い
仕
事
で
し
た
。
道

が
ぬ
か
る
ん
で
い
る
時
に
は
、
草
履
の
か
か
と
か
ら
跳
ね

返
る
土
が
手て

桶お
け

に
入
る
の
を
避
け
る
た
め
、
夏
場
は
は
だ

し
、
冬
は
使
い
古
し
た
足
袋
ば
き
で
な
い
と
水
汲
み
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
つ
て
「
伊
自
良
石
ど
こ
水
な
い

村
じ
ゃ
、
嫁
に
や
る
の
も
一
思
案
」
と
言
わ
れ
た
の
も
、

そ
う
し
た
水
の
苦
労

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
消
防
組
歌

に
は
、「
伊
自
良
の

河
原
に

　
水
さ
え
あ

れ
ば

　
米
も
穫と

れ
ま

す
　
火
も
消
え
る
」

と
あ
り
ま
す
。
特
に

飲
み
水
に
も
困
っ
た

伊
自
良
北
部
で
は
、

一
度
火
を
出
し
た
ら

完
全
に
燃
え
尽
き
る

ま
で
手
の
施
し
よ
う

が
な
く
、「
火
事
に
な
っ
た
ら
砂
で
消
せ
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

四
．
近
代
に
お
け
る
伊
自
良
開
拓

伊
自
良
開
拓
は
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に

政
府
が
設
け
た
耕
地
整
理
及
び
土
地
改
良
に
対
す
る
奨
励

制
度
に
後
押
し
さ
れ
、
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
明
治
四
十

一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
、
伊
自
良
川
上
流
の
長な

が

滝た
き

地
区

で
開
田
・
利
水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
八
（
一

九
一
九
）
年
に
は
、
地
域
全
体
に
わ
た
る
事
業
と
し
て
、

第
一
次
開
拓
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
合
意
形
成
が

で
き
ず
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
々
は
以
前
よ
り
栽
培
し
て
い
た
、
比
較
的
乾
燥
し

た
土
地
に
適
す
る
柿
か
ら
、
干
柿
・
柿か

き

渋し
ぶ

の
生
産
を
増
や

し
、
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。
ま
た
水
の
少
な
い
土

地
で
も
育
つ
「
商
品
作
物
の
開
拓
」
に
も
取
り
組
み
、

葉
タ
バ
コ
や
種
な
し
ス
イ
カ
の
栽
培
を
は
じ
め
ま
し

た
。
し
か
し
連
作
に
弱
く
、
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
水
が
あ
れ
ば
水す

い

稲と
う

と
の
輪り

ん

換か
ん

耕
作
に
よ
っ
て
生

産
が
維
持
で
き
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

水
が
無
か
っ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
伊
自
良
川
上
流
に
貯
水
池
を
新
設

し
、
併
せ
て
ほ
場
整
備
を
行
う
、
伊
自
良
開
拓
事
業

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
実
現
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
開

■
参
考
文
献

『
風
俗
画
報
』二
七
三
号
　
東
陽
堂
　
一
九
〇
三
年

『
伊
自
良
誌
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年

『
伊
自
良
の
く
ら
し
い
ま
む
か
し
』　
　
伊
自
良
村

文
芸
ク
ラ
ブ
編
　
伊
自
良
村
　
一
九
八
七
年

『
伊
自
良
開
拓
誌
』　
伊
自
良
村
　
　
一
九
九
四
年

『
山
県
市
の
祭
り
と
民
俗
芸
能
　
―
岐
阜
県
山
県
市

 

無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
―
』　
山
県
市
伝

統
文
化
地
域
活
性
化
実
行
委
員
会
　
二
〇
一
八
年

『
中
部
地
方
の
民
俗
芸
能
』三
　
長
野
・
岐
阜

長
野
県
教
育
委
員
会
・
岐
阜
県
教
育
委
員
会
編

海
路
書
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二
〇
〇
五
年

『
山
県
市
有
機
農
業
実
施
計
画
』　
　
二
〇
二
六
年

山県市歴史民俗資料館に展示されている
龍廻しの龍と蓑笠装束の村人。龍は伊自
良の老人たちが、子どものころ見た龍づ
くりを思い出しながら制作再現したもの

昭和初期に行われた龍廻しの行列
＜出典：『伊自良開拓誌』＞

（上）竹樋による送水の様子
（下）共同水舟での水汲みの様子
＜出典：『伊自良開拓誌』＞

伊自良十六拍子保存会
（令和８（2026）年７月11日　岐阜公園にて）
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歴史記録歴史記録

一
．
河
川
工
事
用
蒸
気
機
関
車
の

　
　
輸
入
と
国
産
化

蒸
気
機
関
車
が
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
河
川
工
事
で

最
初
に
使
わ
れ
た
の
は
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
の

大
井
川
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
軌
間
六
〇
〇
㎜
の
フ
ラ
ン

ス
「
ド
コ
ー
ビ
ル
社
」
製
五
ｔ
機
関
車
が
使
わ
れ
た
。
翌

同
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
は
淀
川
で
、
軌
間
一
、
〇

六
七
㎜
の
イ
ギ
リ
ス
「
ナ
ス
ミ
ス
社
」
製
二
〇
ｔ
機
関
車

が
使
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
利
根
川
で
ド
イ
ツ
「
ボ
ル
ジ
ッ

ヒ
社
」
製
、
信
濃
川
で
イ
ギ
リ
ス
「
ホ
ー
ソ
ン
・
レ
ス

リ
ー
社
」
製
の
蒸
気
機
関
車
が
使
わ
れ
た
。
明
治
三
十

九
（
一
九
〇
六
）
年
以
降
は
、
こ
れ
ら
輸
入
機
関
車
を
模

倣
し
た
国
産
機
関
車
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

内
務
省
（
現
国
土
交
通
省
）
が
河
川
工
事
で
使
用
し

た
蒸
気
機
関
車
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
模
倣
の
国
産
機

関
車
も
含
め
製
造
メ
ー
カ
ー
四
社
の
系
列
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

①
ド
コ
ー
ビ
ル
系

大
井
川
で
使
わ
れ
た
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
製

の
ド
コ
ー
ビ
ル
社
五
ｔ
Ｂ
タ
ン
ク
機
関
車
（
軌
間
六
〇
〇

㎜
）
は
二
両
で
、
名
前
は
配
備
さ
れ
た
河
川
工
事
地
名
を

と
っ
て
「O

H
IG

A
W

A

」「Y
A

IZ
U

」
と
命
名
さ
れ
た
。

後
に
、
同
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
九く

頭ず

竜
り
ゅ
う

川
、
同
四

十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
遠お

ん

賀が

川
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
に
最も

上が
み

川
、
そ
の
後
木
曽
川
、
天
竜
川
の
各
改
修
工
事

へ
と
転
用
さ
れ
た
。

ド
コ
ー
ビ
ル
社
五
ｔ
Ｂ
タ
ン
ク
機
関
車
を
模
倣
し
た
、

国
産
ド
コ
ー
ビ
ル
系
機
関
車
は
明
治
三
十
九
（
一
九
〇

六
）
年
以
降
、
内
務
省
の
工
場
等
に
お
い
て
、
十
数
両
が

製
造
さ
れ
た
。
図
２
は
、
同
年
福
井
県
三み

国く
に

工
場
製
の
、

国
産
ド
コ
ー
ビ
ル
系
機
関
車
で
あ
る
。
名
称
は
、
最
初

に
投
入
さ
れ
た
九
頭
竜
川
工
事
地
の
福
井
県
東と

う

郷ご
う

村
に

ち
な
み
「T

O
H

G
O

H

」
と
命
名
さ
れ
た
。
五
ｔ
ス
チ
ー

ム
、
全
長
四
・
九
五
ｍ
、
全
高
二
・
四
五
ｍ
、
全
幅
一
・

四
〇
ｍ
だ
っ
た
。

②
ナ
ス
ミ
ス
系

淀
川
で
使
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ナ
ス
ミ
ス
機
関
車
二
〇

ｔ
Ｃ
型
機
は
、
標
準
軌
間
一
、
〇
六
七
㎜
で
、
掘
削
機
（
ラ

ダ
ー
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
）
と
組
み
合
せ
、
約
六
ト
ン
の
ト

ロ
ッ
コ
を
三
〇
両
く
ら
い
牽け

ん

引い
ん

し
た
。
淀
川
改
良
工
事
に

使
わ
れ
た
も
の
と
同
型
車
両
と
し
て
は
、
中

ち
ゅ
う

越え
つ

鉄
道
（
富

山
県
を
走
る
、
現
在
の
城

じ
ょ
う

端は
な

線
・
氷ひ

見み

線
等
の
前
身
に

あ
た
る
）
で
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
～
大
正
九
（
一

九
二
〇
）
年
に
使
わ
れ
て
い
た
「
中
越
弁
慶
号
」
が
現

存
し
て
い
る
。
富
山
県
砺と

波な
み

市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
で

展
示
さ
れ
て
お
り
、
同
市
指
定
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

国
産
ナ
ス
ミ
ス
系
機
関
車
は
、
内
務
省
の
工
場
と
民
間

で
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
～
大
正
十
三
（
一
九

二
四
）
年
に
製
造
さ
れ
た
。

前
者
は
、
千せ

ん

住じ
ゅ

、
三
国
、

大お
お

河こ
う

津づ

、
石

い
し
の
ま
き

巻
な
ど
の
工

場
に
あ
た
る
。
後
者
は
、

川
崎
造
船
所
、
新
潟
鉄
工

所
、
大
阪
鉄
工
所
、
日
本

車
両
、
日
立
製
作
所
、
深ふ

か

川が
わ

造
船
所
で
あ
り
、
合
計

一
五
両
程
度
製
造
さ
れ
た
。

国
産
ナ
ス
ミ
ス
系
機
関
車

の
総
数
は
、
官
民
合
わ
せ

て
四
〇
両
を
超
え
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

河川工事の機械化　第二編

河川工事で活躍した蒸気機関車

図１　ナスミス社製20tC型「中越弁慶号」（明治29（1896）年製）
富山県砺波市チューリップ公園で展示されている

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
新
橋
―
横
浜
間
の
鉄
道

が
開
通
し
て
以
来
、
数
十
年
の
間
に
全
国
の
鉄
道
網
が

整
備
さ
れ
、
物
流
の
主
役
は
船
か
ら
鉄
道
に
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
、
頻
発
す
る
洪
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

河
川
法
が
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
制
定
さ

れ
、
通
船
を
目
的
と
し
た
河
川
工
事
か
ら
、
洪
水
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
築
堤
な
ど
の
大
規
模
な
治
水
工

事
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

第
二
編
と
な
る
本
編
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
中

期
ま
で
の
約
五
十
年
間
に
河
川
工
事
で
活
躍
し
た
蒸
気

機
関
車
を
取
り
上
げ
、
文
献
や
残
さ
れ
た
河
川
工
事
の

写
真
等
を
調
査
し
、
機
関
車
の
輸
入
と
国
産
化
、
機
関

車
の
識
別
、
社
史
に
見
る
国
産
機
関
車
の
初
製
造
、
大

規
模
河
川
工
事
と
機
関
車
、
機
関
車
時
代
の
終
わ
り
に

つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

図２　国産ドコービル系機関車「TOHGOH」
（明治39(1906)年製）
＜木曽川文庫所蔵＞

図３　国産ボルジッヒ系20tc機関車（内務省
古河機械工場製）
＜利根川上流河川事務所所蔵＞
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達
し
、
パ
ナ
マ
運
河
（
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
開
通
）

の
掘
削
量
一
億
八
、
〇
〇
〇
万
㎥
を
上
回
る
大
土
木
事
業

だ
っ
た
。

利
根
川
第
Ⅰ
期
工
事
（
河
口
～
佐さ

原わ
ら

間
（
四
二
㎞
）
）

に
続
く
、
第
Ⅱ
期
改
修
工
事
（
佐
原
～
取と

り

手で

間
（
五
二

㎞
）
）
は
、
両
岸
の
延
長
一
三
〇
㎞
に
及
ぶ
築
堤
が
中
心

で
、
二
〇
ｔ
機
関
車
三
台
、
一
四
・
五
ｔ
機
関
車
一
台
を

使
用
し
た
。
第
Ⅲ
期
改
修
の
取
手
～
芝し

ば

根ね

（
一
一
〇
㎞
）

も
築
堤
土
量
が
二
、
八
〇
〇
万
㎥
と
そ
の
量
が
膨
大
だ
っ

た
た
め
、
二
〇
ｔ
機
関
車
一
七
台
を
使
用
し
た
。

ま
た
、
利
根
川
支
川
の
渡わ

た

良ら

瀬せ

川
は
、
か
つ
て
は
東

京
湾
に
そ
そ
ぐ
単
独
河
川
だ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
以
降
、

利
根
川
が
東
方
に
移
し
替
え
ら
れ
た
際
に
、
利
根
川
の

支
川
と
な
っ
た
。
渡
良
瀬
川
の
改
修
工
事
は
、
明
治
四
十

三
（
一
九
一
〇
）
年
か
ら
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
ま
で

の
期
間
に
一
、
五
三
九
万
㎥
の
掘
削
を
行
う
大
工
事
だ
っ

た
。
施
工
に
は
二
〇
ｔ
蒸
気
機
関
車
を
五
両
使
っ
た
。

渡
良
瀬
川
（
栃
木
県
下し

も

都つ

賀が

郡
）
で
の
工
事
状
況
は
、

掘
削
機
（
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
）
で
、
図
４
の
よ
う
に
低
水

路
掘
削
さ
れ
た
土
砂
を
、
蒸
気
機
関
車
に
積
込
み
、
築

堤
現
場
ま
で
運
搬
し
、
図
５
の
よ
う
に
ト
ロ
ッ
コ
か
ら
築

堤
土
を
落
と
し
た
。
一
方
、
図
６
の
よ
う
に
運
搬
距
離
が

近
い
地
区
な
ど
は
、
馬
、
人
力
に
よ
る
運
搬
も
行
わ
れ
て

い
た
。

関
東
地
方
建
設
局
利
根
川
下
流
工
事
事
務
所
編
集
発

行
の
『
水
郷
―
―
直
轄
事
業
百
年
記
念
号
―
―
』
に
収

③
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
系

ド
イ
ツ
の
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
社
製
の
総
重
量
二
〇
ｔ
蒸
気
機

関
車
は
利
根
川
で
使
わ
れ
、
合
計
二
四
両
輸
入
さ
れ
た
。

足
回
り
の
し
っ
か
り
と
し
た
、
と
て
も
姿
の
よ
い
機
関
車

と
言
わ
れ
て
い
た
。

国
産
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
系
機
関
車
は
、
内
務
省
の
古
河
及

び
栗
橋
機
械
工
場
で
、
四
両
程
度
製
造
さ
れ
た
（
図
３
）。

④
ホ
ー
ソ
ン
・
レ
ス
リ
ー
系

信
濃
川
大
河
津
分
水
工
事
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ー
ソ

ン
・
レ
ス
リ
ー
社
製
二
〇
ｔ
蒸
気
機
関
車
が
使
用
さ
れ

た
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
一
五
両
輸
入
さ
れ
、

そ
れ
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
な
お
、

国
産
ホ
ー
ソ
ン
・
レ
ス
リ
ー
系
機
関
車
の
製
造
の
記
録
は

無
い
。

⑤
そ
の
他

前
記
の
四
社
系
以
外
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ラ
ー
ス
チ

ワ
ー
ト
社
製
の
一
〇
ｔ
機
関
車
が
、
信
濃
川
大
河
津
分
水

工
事
で
使
わ
れ
る
な
ど
、
例
外
も
あ
っ
た
。

二
．
機
関
車
の
識
別

日
本
各
地
の
河
川
工
事
に
採
用
さ
れ
た
内
務
省
の
蒸

気
機
関
車
は
、
主
に
次
の
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
識
別
さ

れ
て
い
た
。

①
配
備
さ
れ
た
河
川
名
の
頭
文
字
を
と
っ
た
識
別
。「
１

号
、
２
号
…
…
」
と
通
し
番
号
が
振
ら
れ
、
た
と
え
ば
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
内
務
省
千
住
工
場
で
製
造
さ

れ
た
国
産
ナ
ス
ミ
ス
系
二
〇
ｔ
機
関
車
は
、
建
設
省
近
畿

地
建
「
淀
２
号
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

②
製
造
工
場
に
よ
る
識
別
。
内
務
省
は
、
自
前
で
機

関
車
の
製
造
や
大
規
模
修
繕
を
行
う
「
機
械
工
場
」
を

全
国
の
主
要
河
川
に
持
っ
て
い
た
。
ど
こ
で
造
ら
れ
た
か

が
実
質
的
な
識
別
の
目
安
と
な
っ
て
い
た
。
製
造
工
場
に

は
、
千
住
機
械
工
場
（
東
京
都
荒あ

ら

川か
わ

区
）、
大
河
津
機
械

工
場
（
新
潟
県
燕

つ
ば
め

市
）、
三
国
機
械
工
業
所
（
福
井
県
坂さ

か

井い

市
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

三
．
社
史
に
見
る
機
関
車
の

　
　
初
製
造

最
初
の
国
産
蒸
気
機
関
車
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
六
月
、
逓て

い

信し
ん

省
鉄
道
庁
の
神
戸
工
場
に
て
完
成

し
、
官
設
鉄
道
の
神
戸
・
京
都
間
で
使
用
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
官
営
、
民
間
メ
ー
カ
ー
で
国
産
蒸
気
機
関
車
が
生

産
さ
れ
て
ゆ
く
。

国
産
蒸
気
機
関
車
メ
ー
カ
―
で
製
造
車
両
総
数
が
第

二
位
で
、
Ｄ
51
型
機
関
車
を
製
造
し
た
汽
車
製
造
（
昭

和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
川
崎
重
工
業
に
吸
収
合

併
）
の
社
史
『
汽
車
会
社
蒸
気
機
関
車
製
造
史
』
に
、

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
か
ら
同
三
十
四
（
一
九
〇

一
）
年
に
か
け
て
、
会
社
と
し
て
初
め
て
機
関
車
を
製
造

し
た
時
の
記
録
が
あ
る
。
河
川
工
事
用
の
国
産
機
関
車
に

は
こ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
鉄
道
用
機

関
車
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

「
明
治
29
年
９
月
、
会
社
が
成
立
す
る
と
た
だ
ち
に
工

場
建
築
用
鉄
骨
を
ベ
ル
ギ
ー
に
、
製
造
用
諸
機
械
を
英

国
に
、
製
造
用
材
料
を
米
・
英
に
そ
れ
ぞ
れ
注
文
し
、

同
時
に
技
師
を
鉄
道
作
業
局
そ
の
他
諸
会
社
に
派
遣
し

て
機
関
車
そ
の
他
製
造
品
の
図
面
を
借
用
し
て
ト
レ
ー
ス

さ
せ
、
29
年
末
に
は
そ
れ
ら
の
図
面
は
百
数
十
枚
に
お

よ
ん
だ
」

「
こ
う
し
て
陣
容
は
整
い
、
製
作
機
械
も
明
治
33
年
上

半
期
中
に
は
大
部
分
据
付
を
完
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
、
い
よ
い
よ
機
関
車
製
造
の
設
計
に
と
り
か
か
る

こ
と
に
し
た
。
第
１
号
機
関
車
と
し
て
い
か
な
る
も

の
を
選
ぶ
べ
き
か
は
最
も
慎
重
を
要
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
井
上
〔
汽
車
製
造
社
長
の
井
上
勝

ま
さ
る

〕
の
裁
断

に
よ
り
英
国
ダ
ブ
ス
〔
社
〕
製
の
Ａ
８
系
１
Ｂ
１
形

タ
ン
ク
機
関
車
を
範
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
鉄
道
作

業
局
新
橋
工
場
よ
り
同
機
関
車
の
図
面
を
借
り
受
け

て
明
治
32
年
末
よ
り
ト
レ
ー
ス
を
始
め
、
同
時
に
そ

の
材
料
を
英
国
に
発
注
し
た
。

注
文
し
た
材
料
は
明
治
33
年
６
月
頃
よ
り
続
々
神

戸
港
に
到
着
し
た
の
で
、
７
月
頃
よ
り
第
１
号
お
よ

び
第
２
号
機
関
車
の
２
両
の
製
造
に
着
手
し
た
。
当

時
は
青
写
真
の
設
備
が
な
く
、
美
濃
紙
に
ト
レ
ー
ス

し
た
ほ
と
ん
ど
原
寸
の
図
面
１
枚
だ
け
を
品
物
に
つ
け
て

各
工
場
を
回
し
た
。

折
か
ら
近お

う

江み

鉄
道
と
中
国
鉄
道
が
ナ
ス
ミ
ス
・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
よ
り
輸
入
し
た
Ａ
８
系
機
関
車
の
組
立
を
当
社
に

依
頼
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
第
１

号
機
関
車
組
立
の
演
習
に
な
っ
た
。

明
治
34
年
に
入
る
と
共
に
第
３
号
・
４
号
・
５
号
・
６

号
機
関
車
計
４
両
の
製
造
に
同
時
に
着
手
し
た
が
、
当

時
は
ま
だ
納
入
先
が
確
定
し
て
お
ら
ず
全
部
見
込
生
産

製
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
う
ち
に
、
第
１
号

お
よ
び
２
号
機
関
車
の
製
造
は
次
第
に
進
み
、
８
月
つ
い

に
第
１
号
機
関
車
を
完
成
し
た
。
工
場
で
製
造
に
着
手
し

て
か
ら
１
年
有ゆ

う

余よ

、
試
運
転
の
結
果
は
輸
入
品
に
比
し
、

少
し
も
遜
色
が
な
い
と
評
さ
れ
た
」

社
史
に
は
、
一
両
分
の
販
売
価
格
は
二
二
、
六
〇
〇
円

（
実
製
作
費
一
三
、
三
二
〇
円
）
に
対
し
て
、
同
時
期
・

同
型
機
の
輸
入
価
格
は
二
四
、
二
五
〇
円
で
、
機
関
車
国

産
化
の
利
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
．
大
規
模
河
川
工
事
と
機
関
車

か
つ
て
東
京
湾
に
流
れ
て
い
た
利
根
川
を
千
葉
県
の

銚
ち
ょ
う

子し

に
河
川
の
流
れ
を
付
け
替
え
た
「
利
根
川
の
東
遷
工

事
」
は
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
。
明
治
三
十
三
（
一

九
〇
〇
）
年
か
ら
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
期
間
の
利

根
川
改
修
工
事
は
、
総
掘
削
量
二
億
一
、
四
〇
〇
万
㎥
に

図４　低水路掘削土砂のトロッコ積込み状況
（渡良瀬川改修工事）
＜利根川上流河川事務所所蔵＞

図５　築堤土を落とすトロッコと蒸気機関車
（渡良瀬改修工事）＜同上＞

図６　馬トロ運搬（大正4（1915）年3月撮影）
＜同上＞
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が
進
ん
で
や
る
ほ
か
な
い
ん
で
す
。
他
か
ら
来
て
親
方

を
や
る
と
い
う
の
は
反
動
が
は
げ
し
く
、「
野
郎
で
き
ね

え
だ
ろ
う
。
や
ら
せ
ろ
」
と
い
う
わ
け
な
の
で
、
よ
そ
者

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
な
い
か

ら
大
変
だ
っ
た
で
す
。
私
は
幸
い
に
し
て
前
に
機
関
車
を

や
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

藤
本
の
お
や
じ
さ
ん
〔
発
言
者
の
当
時
の
上
司
〕
も

仕
事
を
お
前
や
れ
と
命
令
し
た
け
れ
ど
で
き
る
ん
だ
ろ

う
か
と
、
毎
日
弁
当
を
持
っ
て
き
て
隠
れ
て
見
て
い
た
ん

だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
い
か
ら

毎
日
一
生
懸
命
や
っ
た
わ
け
で
す
が
、
あ
ん
な
に
働
い
て

体
が
も
つ
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
に

し
ろ
私
は
体
が
小
さ
い
方
だ
っ
た
で
す
か
ら
、
便
所
へ

い
っ
て
も
足
が
つ
っ
ぱ
っ
て
し
ま
っ
て
曲
が
ら
な
い
時

が
あ
っ
た
で
す
。

昔
ジ
ャ
ッ
キ
を
か
つ
い
で
、「
そ
れ
っ
」
と
ば
か
り

と
ん
で
行
っ
て
線
路
を
上
げ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
が
馴な

れ
て
い
な
い
と
で
き
な
い
で
す
。
大
体
半
年
位

は
苦
労
し
た
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
馴
れ
て
き
て
ほ
っ
と

し
た
ら
仕
事
が
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
で
す
」

次
に
、
数
あ
る
日
本
の
河
川
工
事
の
な
か
で
も
、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
と
困
難
さ
か
ら
「
東
洋
一
の
土
木
工

事
」
と
言
わ
れ
た
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
工

事
が
決
定
し
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
完
成
し
た
、

新
潟
県
の
信
濃
川
大
河
津
分
水
工
事
（
長
岡
市
、
燕

市
）
を
紹
介
す
る
。
越
後
平
野
を
水
害
か
ら
救
う
た

め
、
山
を
一
つ
く
り
抜
い
て
日
本
海
へ
と
抜
け
る
新
し

い
川
を
造
る
と
い
う
掘
削
・
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

土
量
約
三
、
八
〇
〇

万
㎥
の
大
規
模
工
事
で
、
運
搬
機
械
と
し
て
、
外
国
製

の
蒸
気
機
関
車
に
加
え
国
産
工
事
用
蒸
気
機
関
車
が

大
量
に
使
用
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ー
ソ
ン
・
レ
ス

リ
ー
社
製
二
〇
ｔ
機
関
車
一
二
両
と
大
河
津
工
場
製
機

関
車
七
両
、
そ
し
て
ケ
ラ
ー
ス
チ
ワ
ー
ト
社
製
一
〇
ｔ

Ｃ
機
関
車
二
両
を
使
用
し
た
。

工
事
状
況
は
、
図
７
の
よ
う
に
、
山
間
部
出
口
左
岸

で
の
長

ち
ょ
う

梯て
い

エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
の
掘
削
と
ト
ロ
ッ
コ
へ
の

積
込
み
を
行
い
（
写
真
正
面
は
日
本
海
）、
図
８
の
よ

う
に
、
斜
面
掘
削
土
砂
を
満
載
し
た
機
関
車
は
ト
ロ
ッ

コ
を
牽
引
し
埋
立
地
に
移
動
し
た
。
図
９
は
、
山
間
部

め
ら
れ
た
、
利
根
川
下
流
改
修
工
事
に
携
わ
っ
た
職
員
に

よ
る
Ｏ
Ｂ
座
談
会
の
場
で
、
工
事
で
機
関
車
を
扱
っ
た
職

員
が
当
時
を
述
懐
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
箇
所
を
紹
介
す

る
。「

…
…
１
つ
の
現
場
を
受
け
持
っ
て
、
お
前
や
れ
と
預

け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

当
時
は
今
と
違
っ
て
機
関
車
に
携
わ
っ
た
者
が
少
な

か
っ
た
ん
で
す
が
、
私
は
鬼き

怒ぬ

川
で
２
、
３
年
関
係
し
て

お
っ
た
の
で
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
へ
来
た
ら

馬
線
と
人
力
で
し
ょ
う
、
馬
線
だ
っ
て
あ
ん
ま
り
や
っ
て

な
い
し
、
人
力
ば
か
り
な
ん
で
、
機
関
車
運
搬
路
線
の

布
設
等
は
当
時
の
人
は
何
も
全
然
で
き
な
い
の
で
自
分

開
削
工
事
状
況
で
あ
る
。
複
数
の
軽
便
レ
ー
ル
が
敷
か
れ

て
い
る
。
左
手
前
で
は
突
き
タ
ガ
ネ
に
よ
る
発
破
孔
の
穿せ

ん

孔こ
う

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

蒸
気
機
関
車
を
使
用
し
た
主
な
河
川
工
事
の
一
覧
を
表

１
に
示
す
。
表
に
は
、
本
編
に
関
連
す
る
河
川
の
改
修
工

事
の
諸し

ょ

元げ
ん

を
掲
載
し
た
。
掲
載
し
た
河
川
工
事
以
外
に

も
、
筑ち

く

後ご

川
、
高た

か

梁は
し

川
、
荒
川
な
ど
、
全
国
の
直
轄
河
川

改
修
で
蒸
気
機
関
車
は
使
用
さ
れ
た
。

五
．
機
関
車
時
代
の
終
わ
り

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ

れ
た
大
型
重
機
で
あ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ

ル
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
多
く
使
用
さ
れ
た
。
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
は
地
盤
が
軟
弱
な
河
川
敷
で
あ
っ
て
も
自
力
で
自

■
参
考
文
献

『
内
務
省
直
轄
土
木
工
事
略
史
／
沖
野
博
士
伝
』

真
田
秀
吉
　
旧
交
会
　
一
九
五
九
年

「
工
事
用
の
蒸
気
機
関
車
小
史
」
　
岡
本
直
樹
　

『
建
設
機
械
施
工
』V

O
L
.
7
1

　
二
〇
一
九
年

『
機
関
車
の
系
譜
図
』
１
～
４
　
臼
井
茂
信
　
　

交
友
社
　
一
九
七
二
～
一
九
七
八
年

『
汽
車
会
社
蒸
気
機
関
車
製
造
史
』
　
交
友
社
　

一
九
七
二
年

『
利
根
川
百
年
史
　
改
修
編
』
上
・
下
巻
　
　
　

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
　
一
九
八
九
年

『
水
郷
―
直
轄
事
業
百
年
記
念
特
集
号
―
』
　
　

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
利
根
川
下
流
工
事

事
務
所
　
一
九
七
六
年

『
信
濃
川
大
河
津
分
水
誌
　
第
２
集
』
　
　
　
　

建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
長
岡
工
事
事
務
所

一
九
六
九
年

『
淀
川
百
年
史
』
　
建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
　

一
九
七
四
年

『
淀
川
―
そ
の
治
水
と
利
水
―
』　
国
土
開
発
調
査

会
（
近
畿
地
方
整
備
局
監
修
）
　
一
九
八
四
年

在
に
走
り
回
っ
た
。
重
機
が

自
ら
走
り
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
が
直
接
運
ぶ
工
法
へ
の
移

行
に
よ
り
、
明
治
か
ら
日
本

の
治
水
を
支
え
続
け
た
蜘く

蛛も

の
巣
の
よ
う
な
仮
設
軌
道
網

は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
（
一

九
六
〇
年
代
前
半
）
ま
で
に

全
国
の
河
川
敷
か
ら
姿
を
消

し
た
。

以
上
、
明
治
後
期
か
ら
昭

和
中
期
ま
で
全
国
の
河
川
で
使
用
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
に

つ
い
て
ま
と
め
た
。
第
三
編
で
は
、
木
曽
三
川
に
焦
点
を

絞
り
、
大
正
期
の
木
曽
川
上
流
改
修
で
使
わ
れ
た
工
事
機

械
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

表１　主な河川工事で使用された蒸気機関車
＜出典：『内務省直轄土木工事略史』19～21ページ掲載の表を加工して作成＞

図９　山間部開削工事において、複数の
レールが敷かれている状況＜同右＞

図７　長梯エキスカベータの掘削と
トロッコへの積込み状況

＜信濃川大河津資料館所蔵＞

図８　土砂を満載したトロッコを牽引し
埋立地に移動する蒸気機関車＜同上＞
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一
．
南
濃
地
域
と

　
　
浄
土
真
宗

ま
ず
は
高
須
周
辺
地
域
に
お
け
る

浄
土
真
宗
（
以
下
真
宗
）
伝で

ん

播ぱ

の
概

況
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。
岐
阜
県
海

津
市
一
帯
は
今
も
非
常
に
真
宗
信
仰

が
篤あ

つ

い
地
域
で
、
一
つ
の
集
落
に
一

つ
以
上
の
真
宗
寺
院
が
見
ら
れ
る
全

国
的
に
も
珍
し
い
寺
院
密
集
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
密
度

の
濃
い
景
観
が
生
ま
れ
た
背
景
に

は
、
戦
国
期
の
爆
発
的
な
本
願
寺
門

徒
の
誕
生
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
国
期
に
本
願
寺
を
盛
り
立
て
た

蓮れ
ん

如に
ょ

（
一
四
一
五
～
九
九
年
）
は
、

多
く
の
六
字
名

み
ょ
う

号ご
う

や
御お

文ふ
み

を
作
成
し
、
人
々
に
わ
か
り

や
す
く
真
宗
の
教
え
を
伝
え
、
た
く
さ
ん
の
門
徒
を
生

み
出
し
た
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
字

名
号
と
は
、
「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

」
の
六
文
字
の
名
号
（
図

２
）
の
こ
と
で
、
蓮
如
は
自
ら
筆
を
執
り
大
量
に
書
い

て
は
門
徒
に
与
え
、
本
尊
の
よ
う
に
大
切
に
さ
れ
ま
し

た
。
御
文
と
は
、
真
宗
の
教
え
の
要
点
を
ま
と
め
た
文

章
で
、
門
徒
は
繰
り
返
し
耳
で
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
真

宗
の
教
え
に
親
し
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
蓮
如
の

積
極
的
な
活
動
に
触
発
さ
れ
て
、
東
海
地
域
で
は
木
曽

三
川
流
域
や
三
河
の
矢や

作は
ぎ

川
流
域
、
飛
騨
・
奥
美
濃
の

山
間
部
を
中
心
に
、
多
く
の
本
願
寺
門
徒
が
誕
生
し
ま

し
た
。

な
か
で
も
南
濃
地
域
は
木
曽
三
川
下
流
域
に
位
置
し

て
い
た
こ
と
か
ら
湾
岸
や
河
川
伝
い
に
尾
張
・
伊
勢
、

さ
ら
に
は
三
河
の
門
徒
衆
の
影
響
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
当
初
は
地
域
的
な
一
体
感
に
乏
し
い
複

研究資料研究資料

高
た か

須
す

別院の創建と
高須藩主松平氏

同朋大学仏教文化研究所　所員

老泉　量

真
宗
大
谷
派
高
須
別
院
二に

恩お

ん

寺じ

は
岐
阜
県
海
津
市
海

津
町
高
須
に
所
在
す
る
真
宗
大
谷
派
の
別
院
の
一
つ

で
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
美
濃
国
高
須
藩
第
十
代
藩
主

松
平
義よ

し

建た

つ

の
恩
顧
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
桑

名
御ご

坊ぼ

う

掛か

け

所し

ょ

（
高
須
掛
所
）
を
起
源
と
し
ま
す
。
文ぶ

ん

政せ

い

十
二
（
一
八
二
九
）
年
に
高
須
藩
か
ら
正
式
な
許
可
を

得
て
掛
所
の
建こ

ん

立
り
ゅ
う

は
目
指
さ
れ
、
そ
の
創
建
過
程
か
ら

は
藩
主
松
平
家
の
助
力
の
跡
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
高
須
掛
所
は
当
初
真
宗
門
徒
の
願
い
に
よ
っ

て
創
建
が
企
図
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
須
藩
に
と
っ
て
も

町
に
賑に

ぎ

わ
い
を
も
た
ら
す
建
物
で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
高
須
掛
所
創
建
の
経
緯
に
つ

い
て
、
藩
主
松
平
家
と
の
関
り
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

雑
な
形
で
の
門
徒
団
形
成
が
進
み
ま
し
た
。
元げ

ん

亀き

元
（
一

五
七
〇
）
年
に
織
田
信
長
と
大
坂
本
願
寺
が
敵
対
し
、

「
石
山
合
戦
」
が
勃
発
す
る
と
、
隣
接
す
る
伊
勢
国
に

お
い
て
長
島
願
証
寺
を
中
心
と
す
る
長
島
一い

っ

向こ
う

一い
っ

揆き

が

蜂
起
し
ま
す
。
南
濃
か
ら
も
少
な
く
な
い
門
徒
衆
が
こ

の
一
揆
に
参
戦
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
揆
方

は
信
長
弟
信の

ぶ

興お
き

や
武
将
氏う

じ

家い
え

卜ぼ
く

全ぜ
ん

を
討
ち
取
る
な
ど
、

信
長
方
を
苦
し
め
ま
し
た
が
、
天て

ん

正
し
ょ
う

二
（
一
五
七
四
）

年
九
月
に
「
根ね

切ぎ
り

」
と
い
う
皆
殺
し
作
戦
に
よ
っ
て
凄

惨
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
石
山
合
戦
」
は
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
に
本
願

寺
の
大
坂
退
去
と
い
う
形
で
終
結
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

以
降
本
願
寺
は
内
部
分
裂
状
態
に
陥
り
ま
す
。
文ぶ

ん

禄ろ
く

二

（
一
五
九
三
）
年
に
豊
臣
秀
吉
が
本
願
寺
宗

し
ゅ
う

主し
ゅ

教
き
ょ
う

如に
ょ

を

退
隠
さ
せ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
内
部
分
裂
は
決

定
的
と
な
り
ま
し
た
。
慶け

い

長
ち
ょ
う

七
（
一
六
〇
二
）
年
に
は

退
隠
後
も
活
動
を
続
け
て
い
た
教
如
へ
、
徳
川
家
康
か

ら
京
都
烏

か
ら
す

丸ま

六
条
の
寺
地
寄
進
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
東
本
願
寺
が
新
た
に
誕
生
し
ま
す
。

本
願
寺
の
内
部
分
裂
の
影
響
が
地
方
へ
と
波

及
し
て
い
く
中
、
伊
勢
国
桑
名
に
桑
名
御
坊
が

創
建
さ
れ
ま
す
。
桑
名
御
坊
は
現
在
の
真
宗
大

谷
派
桑
名
別
院
本
統
寺
（
三
重
県
桑
名
市
）
の

図１　高須別院正面
（※本稿掲載の写真は関係各所の了承を得たうえで筆者が撮影した）

図３　高須別院周辺地図
＜国土地理院地図を元に筆者作成＞

図２　六字名号
＜個人蔵＞
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再
評
価
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
十
二
月
、
「
通

所
」
は
名
称
を
「
掛
所
」
と
改
め
ま
す
。
両
者
の
意
味

の
厳
密
な
違
い
に
つ
い
て
は
要
検
討
課
題
で
す
が
、
比

較
的
軽
い
意
味
合
い
の
「
通
所
」
に
対
し
、
「
掛
所
」

に
は
正
式
な
意
味
合
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
「
通
所
」
は
常
駐
の
人
材
が
不
要
な

の
に
対
し
、
「
掛
所
」
は
常
駐
の
僧
侶
を
必
要
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
高
須
掛
所

は
近
世
真
宗
寺
院
に
必
須
と
さ
れ
る
木
仏
本
尊
に
各
種

掛
け
軸
を
取
り
揃そ

ろ

え
、
い
よ
い
よ
あ
と
は
正
式
な
本
堂

を
創
建
す
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
天て

ん

保ぽ
う

九

（
一
八
三
八
）
年
に
は
町
屋
火
災
の
類
焼
で
敷
地
が
全

焼
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
繰
り
返
さ
れ
る
水
害
で
高
須

の
住
民
が
大
い
に
疲
弊
し
た
こ
と
も
あ
り
、
創
建
に
向

け
た
活
動
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）
松
平
義
建
と
高
須
掛
所

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
か
ね
た
第
十
代
藩
主
義
建
は

桑
名
御
坊
の
輪
番
（
正
式
な
住
職
で
あ
る
東
本
願
寺
宗

主
の
代
理
、
御
坊
の
最
高
責
任
者
）
に
働
き
か
け
、
天

保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
に
は
掛
所
敷
地
地
盤
の
整
備

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高
須
掛
所
創
建
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
気
に
掛
け
て
い
た
よ
う
で
、
嘉か

永え
い

三
（
一
八
五
〇
）

年
に
は
、
「
二
恩
講
」
と
呼
ば
れ
る
頼た

の

母も

子し

講こ
う

設
置
の

便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。
「
二
恩
」
と
い
う
言
葉
は
現

在
の
寺
号
に
も
見
ら
れ
る
言
葉
で
す
が
、
世
恩
（
藩
主

か
ら
の
御
恩
）
と
仏
恩
（
阿
弥
陀
如に

ょ

来ら
い

か
ら
の
御
恩
）

の
二
つ
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
は
本

堂
建
立
用
の
資
金
を
集
め
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
義
建
は
前
代
よ
り
も
、
さ
ら
に
積
極
的
に
掛
所
建

立
の
支
援
を
行
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
高
須
掛
所
は
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
に

上
棟
式
を
迎
え
た
と
『
南
濃
町
史
』
に
は
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
正
式
な
本
堂
建
立
の
年
次
ま
で
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
え
て
推
定
し
て
み
る
な
ら
、
こ

の
一
、
二
年
後
に
落
慶
を
迎
え
た
と
考
え
た
い
で
す
。

現
在
高
須
別
院
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
二
基
の
天て

ん

水す
い

受う

け
に
は
「
安あ

ん

政せ
い

三
（
一
八
五
六
）
年
丙

ひ
の
え

辰た
つ

十
一
月
」
の

前
身
で
、
教
如
の
娘
長お

さ

姫ひ
め

を
開
基
と
し
て
い
ま
す
。
創

建
年
次
は
、
一
説
に
は
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
建
立
当
初
の
坊
舎
は
長
姫
の
養
子
で
あ

る
寿
量
院
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慶け

い

安あ
ん

二

（
一
六
四
九
）
年
に
は
、
本
統
寺
の
寺
号
を
許
さ
れ
ま

し
た
。
桑
名
御
坊
に
は
、
長
島
一
向
一
揆
以
後
も
信
仰

篤
い
北
勢
一
帯
の
本
願
寺
門
徒
を
統
括
す
る
役
割
が
期

待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
隣
接
す
る
南
濃
地
域
は
、
桑

名
御
坊
を
護
持
す
る
地
域
と
し
て
、
近
世
以
降
は
桑
名

御
坊
配
下
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
．
高
須
掛
所
の
創
建

（
一
）
松
平
義よ

し

和よ
り

と
高
須
通つ

う

所し
ょ

桑
名
御
坊
の
誕
生
か
ら
二
百
年
ほ
ど
後
、
高
須
近
在

の
坊ぼ

う

主ず

衆
の
間
で
、
高
須
に
桑
名
御
坊
「
通
所
」
を
建

立
し
よ
う
、
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
当
初
は
高
須
藩
内
の
三
十
二
ヵ
寺
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
は
藩

外
の
寺
院
も
加
わ
り
、
五
十
七
ヵ
寺
が
連
名
で
高
須
に

「
通
所
」
の
建
立
を
願
い
出
ま
し
た
。
こ
の
申
請
は
翌

年
に
は
承
認
さ
れ
、
高
須
藩
か
ら
は
「
通
所
」
敷
地
と

し
て
三
千
六
百
坪
が
貸
与
さ
れ
、
「
無
年ね

ん

貢ぐ

」
と
い
う

待
遇
を
得
ま
し
た
。

【
史
料
１
】

　
『
御
用
日
記
十
八
』
文
政
十
二
年
十
一
月
条

※

　
　
　
　
　
　
　 

御
高
外

　
　 

方
六
十
間

　
　
敷
地
田
畑
之
内

　
　
　 

此こ
の

歩
数
三
千
六
百
歩

　 

右
者は

今
度
東
本
願
寺
桑
名
掛
所
通
所
当
所
之の

内

　
　 

ニ
取
建
之
義
願
相
済
候

そ
う
ろ
う

。
附
右
為
取
建
場
書
面

　
　 

之
田
畑
無
年
貢
ニに

而て

永
々
貸
渡
置
者
也な

り

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

飯
三
郎
左
印

　
　 

文
政
十
二
年
丑
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

荒
勘
解
印

※
本
文
中
で
紹
介
し
た
『
御
用
日
記
』
は
い
ず
れ
も
「
桑
名

別
院
史
料
」（
大
谷
大
学
図
書
館
管
理
）
に
所
収
さ
れ
る
。
な
お
、

史
料
本
文
は
拙
稿
「
高
須
掛
所
の
成
立
」
か
ら
の
引
用
と
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
と
き
「
通
所
」
建
立
の
意
義
に
つ
い

て
、
藩
役
人
か
ら
高
須
町
町
代
・
町ま

ち

年ど
し

寄よ
り

や
肝き

も

煎い
り

層
ら

町
の
運
営
の
中
心
人
物
た
ち
に
対
し
説
明
が
あ
り
、
取

立
へ
の
積
極
的
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

【
史
料
２
】

　
『
御
用
日
記
十
八
』
文
政
十
二
年
十
一
月
条

　
〔
前
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

町
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
郎
右
衛
門

今
度
本
願
寺
桑
名
懸
所
通
所
当
町
ニ
取
建
候
義
宗

門
之
者
共
世
話
可

い
た
す
べ
き致

義
者
勿も

ち

論ろ
ん

之
事
ニ
有
之こ

れ

候
得

共
、
所
繁は

ん

昌
じ
ょ
う

且
水
難
之
節
助
命
凌

し
の
ぎ

場ば

ニ
相
成
候
儀

者
高
須
町
取
候
而
者
大
益
分
段
之
訳
在
之
事
故
、

仮た

と

い令
他
宗
門
之
者
た
り
共
永
々
益
筋
を
請
候
事
故

彼
是こ

れ

無
隔
意
右
取
建
方
等
実
意
を
以

も
っ
て

可
成
丈
立
入

令
世
話
、
締
方
仕
方
等
吉
田
長
右
衛
門
西
脇
治
助

中
西
佐
五
兵
衛
渡
辺
治
右
衛
門
万
屋
久
四
郎
明
荷

屋
定
八
と
申
相
可
取

と
り
は
か
ら
い斗

候
。

但
本
文
惣そ

う

町
ゟよ

り

願
立
候
趣
意
、
所
繁
昌
且
水

難
之
節
助
命
凌
場
ニ
可
相
成
趣
ニ
付
、
願
之

通
相
滞
上
ゟ
茂
御
世
話
有
之
候
。
附
町
方
之

内
ニ
ハ
心
得
違
之
も
の
も
有
之
哉や

ニ
風
聞
相

聞
候
間
、
町
々
組く

み

頭
が
し
ら

共
江
も
実
意
不
欠
様
程

能よ
く

勘
弁
可
申
諭
候
。

　
〔
後
略
〕

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
通
所
」
に
は
「
所
繁
昌
」（
町ま

ち

場ば

の
興
隆
）、
「
水
難
之
節
助
命
凌
場
」（
水
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
）
と
し
て
の
役
割
が
期
待
で
き
る
た
め
、
他
宗

門
の
者
で
も
で
き
る
だ
け
護
持
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
高
須
藩
主
は
第
九
代
義
和
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
高
須
別
院
の
歴
史
の
中
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
右
の
よ
う
な
藩
内
へ
の
最

初
の
声
掛
け
と
敷
地
の
用
意
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、

寄
進
年
が
彫
刻

さ
れ
て
い
ま
す

（
図
４
）
。
天
水

受
け
と
は
火
災

の
と
き
緊
急
で

用
い
る
た
め
の

雨
水
を
貯
め
て

お
く
設
備
で
、

石
製
の
非
常
に

大
き
な
置
物
で

す
。
こ
れ
ら
は

落
慶
を
記
念
し

て
設
置
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。さ

て
、
【
史
料
２
】
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

高
須
掛
所
の
建
立
に
は
、
藩
主
の
町
場
を
興
隆
さ
せ
た

い
と
い
う
意
向
が
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
そ
も
そ
も
高
須
の
門
徒
衆
は
な
ぜ
急
に

「
通
所
」
が
欲
し
い
と
言
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
正
式
な
「
通
所
」
建
立
の
認
可
が
下
り
た
の
は
文

政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
で
す
が
、
「
通
所
」
を
求
め

る
動
き
自
体
は
、
享

き
ょ
う

和わ

年
間
（
一
八
〇
一
～
〇
三
年
）

以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
が
通
所
を
求
め
た

理
由
の
一
つ
に
は
、
通
い
や
す
い
法
義
相
続
の
場
が
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
桑

名
御
坊
で
行
わ
れ
る
本
山
講
者
の
法
話
を
、
桑
名
ま
で

遠
出
す
る
こ
と
な
く
で
き
る
だ
け
近
場
で
も
聞
け
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。
講
者
と
は
、
東
本
願

寺
の
学
寮
に
お
い
て
全
国
の
所し

ょ

化け

（
学
生
）
を
教
化
す

る
立
場
に
あ
っ
た
学
識
豊
か
な
僧
侶
の
こ
と
で
す
。
彼

ら
が
地
方
へ
巡

じ
ゅ
ん

廻か
い

し
て
行
う
法
話
は
、
大
変
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
高
須
掛
所
で
は
「
通
所
」
創
建
以
降
、
た

び
た
び
本
山
講
者
の
法
話
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
三
）
松
平
義よ

し

行ゆ
き

と
親し

ん

鸞ら
ん

最
後
に
、
初
代
藩
主
松
平
義
行
と
真
宗
の
縁
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。
現
在
高
須
別
院
に
奉
懸
さ
れ 図４　天水受け
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い
に
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
ご
ろ
完
成
を
迎
え
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
高
須
掛
所
は
、
明
治
時
代

に
入
り
、
桑
名
別
院
か
ら
独
立
し
て
現
在
の
高
須
別
院

と
名
前
を
改
め
ま
す
。

中
近
世
の
木
曽
三
川
流
域
は
水
災
の
絶
え
な
い
地
で

あ
る
一
方
、
河
川
流
域
な
ら
で
は
の
様
々
な
恩
恵
が

人
々
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
河
川
を
媒
介
と

す
る
人
々
の
交
流
は
、
真
宗
の
伝
播
と
も
相
性
が
よ
く
、

た
く
さ
ん
の
門
徒
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
須
は
そ
の
よ

う
な
移
動
の
中
継
点
で
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
掛
所
建

立
に
あ
た
り
、
藩
外
か
ら
も
多
く
の
寄
附
を
募
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
高
須
掛
所
に
は
こ
の
よ
う
な
、
藩
域
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
河
川
流
域
を
主
軸
と
し
た
様
々
な
地

域
の
人
々
の
来
訪
を
期
待
し
て
い
た
面
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

則
す
な
わ
ち

真し
ん

如に
ょ

様
御
裏
書
被
為
遊
御
染せ

ん

筆ぴ
つ

、
只た

だ

今い
ま

臥が

龍
り
ょ
う

山ざ
ん

と
申
菩ぼ

提だ
い

所し
ょ

ニ
相
納
申
候
御
因
縁
御
座
候
。

〔
後
略
〕

こ
れ
は
「
通
所
」
建
立
を
目
指
す
坊
主
た
ち
が
、
文

政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
九
月
桑
名
御
坊
に
提
出
し
た

申
請
書
の
写
し
の
一
部
で
、
高
須
藩
と
真
宗
の
因
縁
の

深
さ
を
伝
え
て
い
る
箇
所
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
初

代
高
須
藩
主
の
松
平
義
行
は
、
と
て
も
親
鸞
を
大
切
に

し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
あ
る
と
き
新
加
納
（
現
在
の

各
務
原
市
）
に
赴
い
て
親
鸞
御
影
を
自
ら
描
き
写
し
ま

し
た
。
そ
の
影
像
に
東
本
願
寺
宗
主
真し

ん

如に
ょ

が
裏
書
を
認

し
た
た

め
、
臥
龍
山
（
行

ぎ
ょ
う

基き

寺じ

、
現
在
の
南
濃
町
）
に
安
置
し

た
と
い
い
ま
す
。
行
基
寺
は
義
行
に
よ
っ
て
宝ほ

う

永え
い

年
間

（
一
七
〇
四
～
一
一
年
）
に
整
備
さ
れ
て
以
降
、
高
須

松
平
家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
現
在

の
行
基
寺
に
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の

行
基
寺
に
は
親
鸞
上

し
ょ
う

人に
ん

御
影
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
義
行

が
描
写
し
た
親

鸞
影
像
が
安
置

さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
「
通

所
」
が
等
身
御

影
を
申
請
で
き

た
背
景
に
は
、

こ
の
よ
う
な
初

代
藩
主
の
親
鸞

へ
の
崇
敬
と
宗

主
真
如
の
追
認

と
い
う
歴
史
的

事
象
が
あ
っ
た

た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
う

し
て
等
身
御
影

下
付
の
口
実
は

整

い

ま

し

た

が
、
「
通
所
」
の

ま
ま
で
は
奉
懸

に
不
適
切
と
さ

て
い
る
親
鸞
影
像
は
等と

う
し
ん
の
ご
え
い

身
御
影
と
呼
ば
れ
る
仕
様
で
、

正
面
を
向
い
た
姿
で
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
５
）
。
江

戸
時
代
に
お
い
て
等
身
御
影
は
特
別
な
由
緒
を
有
し
た

「
御
坊
」
格
の
寺
院
に
対
し
て
の
み
下
付
さ
れ
ま
し
た
。

「
御
坊
」
と
は
、
本
山
の
兼け

ん

帯た
い

所し
ょ

と
な
る
寺
院
や
特
別

な
由
緒
を
持
っ
た
寺
院
の
み
が
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
別
格
寺
院
の
呼
称
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
来
等
身
御

影
は
「
通
所
」
に
対
し
て
下
付
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
須
通
所
に
は
そ
れ
を
認

め
さ
せ
る
に
足
る
由
緒
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
の

史
料
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
史
料
３
】

　
天
保
十
五
年
十
月
九
日
条
（
『
御
用
日
記
』
廿
六
）

　
　
　
　
乍

な
が
ら

恐
書
附
を
以
願
上
候
御
事

今
般
桑
名
御
坊
所
江
御
願
申
上
候
御
通
所
之
義

者
、
古
来
高
須
御
領
主
開
基
崇
巌
院
殿
志
願
と

し
て
、
新し

ん

加か

納の
う

祖
師
聖
人
御
影
を
被
為
写
取
、

れ
た
た
め
、
「
掛
所
」

に
格
上
げ
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。当

初
の
予
定
で
は

高
須
掛
所
に
は
、
桑

名
御
坊
か
ら
僧
侶
一

名
を
派
遣
し
て
の
常

駐
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
実

際
に
は
、
桑
名
御
坊

側
の
人
員
不
足
も
あ

り
一
年
ほ
ど
で
派
遣
体
制
は
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
「
年

番
」
と
し
て
在
地
の
坊
主
衆
か
ら
常
駐
者
を
置
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
常
駐
の
僧
侶
を
置
く
こ
と
に
し
た
の

も
、
重
要
な
等
身
御
影
に
供ぐ

奉ぶ

す
る
た
め
だ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

義
行
の
親
鸞
崇
敬
の
背
景
と
し
て
、
個
人
的
関
心
も

重
要
で
す
が
、
念
願
か
な
っ
て
元げ

ん

禄ろ
く

十
三
（
一
七
〇
〇
）

年
に
所
替
え
で
赴
い
た
高
須
の
地
が
、
戦
国
期
以
来
変

わ
ら
ず
豊
か
な
真
宗
信
仰
の
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
．
ま
と
め

以
上
、
高
須
掛
所
の
創
建
に
際
し
、
初
代
藩
主
松
平

義
行
、
九
代
義
和
、
十
代
義
建
と
の
縁
故
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
義
和
、
義
建
が
高
須
掛

所
の
創
建
に
助
力
を
し
た
理
由
に
は
、
高
須
と
い
う
町

場
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
目
的
が
見
い
だ
せ
ま

す
。
高
須
掛
所
に
は
町
場
の
中
心
地
に
あ
っ
て
、
人
々

に
活
気
を
与
え
る
場
と
し
て
、
ま
た
水
害
の
著
し
い
際

に
は
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
義
和
は
、
真
宗
門

徒
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な
く
、
宗
門
に
関
係
な
く
、
藩

と
し
て
、
町
と
し
て
盛
り
立
て
て
ゆ
く
よ
う
働
き
か
け

た
わ
け
で
す
。
当
初
は
真
宗
門
徒
の
教
え
と
出
会
う
場

を
求
め
る
願
い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
創
建
の
運
動
で
し
た

が
、
こ
う
し
て
藩
の
事
業
と
い
う
一
面
を
内
包
し
、
つ

■
参
考
文
献

「
高
須
掛
所
の
成
立
―
近
世
後
期
の
高
須
藩
と
真

　
宗
門
徒
―
」
　
老
泉
量
　
『
同
朋
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
四
五
号
　
二
〇
二
六
年

『
桑
名
別
院
本
統
寺
史
』

真
宗
大
谷
派
桑
名
別
院
本
統
寺
　
二
〇
二
一
年

『
別
院
探
訪
』

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
　
二
〇
一
二
年

『
南
濃
町
史
　
通
史
編
』
　
　
　
　 

一
九
八
二
年

表１　高須掛所成立関係年表

図５　等身御影＜高須別院所蔵＞

図６　行基寺本堂正面
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葛
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表紙写真 『伊自良湖の紅葉』〈撮影：山菅敦史氏　提供：山県市〉

　伊自良湖は、地域の水不足を解消するため、開拓事業計画に基づき、伊自良川上流に貯水池として建設されました。昭和44（1969）年に竣工し、

総貯水量54万m3、灌漑面積は110haに及びます。湖はレジャースポットとなっており、四季折々の自然を楽しむことができます。
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「昔の立田の特産品②　蒲穂（がまほ・がまのほ）※」

こう

かんがい

い じ ら

しゅん

『ＫＩＳＳＯ』

ホームページは

こちらから

湿地や川などの水辺で、ソーセージのようなものが刺さっている水草（写真１）を見たことはありませんか？

それは「蒲」と呼ばれる植物で、江戸時代の立田輪中には池や水路が多く、沢山の蒲が自生していました。イネ科などの植物では、

花や種の集まった部分を「穂」といい、蒲のその部分が「蒲の穂」です。さて、この蒲の穂とはどういうものなのでしょうか。

6 月頃、蒲の花が咲きます。その雄花（写真２：穂の上部）から花粉をとり、乾燥させたものが「蒲黄（ほおう・がまのはな）」と

呼ばれる商品になります。これは、止血・鎮痛・切り傷や火傷の薬となり、現在でも漢方薬として使用されています。この蒲黄は、『古

事記』に記された神話「因幡の白兎」で、ワニ（サメ？）に皮をはがれて、痛みで泣いている兎に、通りかかった神様（オオクニヌシ

ノミコト）が、治療のために体に付けるように教えてくれた薬です。

この花の時期が終わると、穂の下の方の雌花（写真２）がだんだん茶色のソーセージのようになっていきます。そして、秋に種が熟

すと綿毛が弾け（写真３）、タンポポのように綿毛をつけた種たちが飛び立ってゆきます。この綿も、商品となるのです。

まず、「火口（ほくち）」です。火口とは、火をつけるための道具で、火打石などの火花を最初に着火させる燃えやすい物のことで、

明治時代にマッチが登場するまでの生活必需品でした。蒲の穂の「火口」は、享保年間（1716 ～ 1736 年）の津島の藤屋が発祥で、

乾燥させた綿と火薬の原料の硝石から作られたもので、主に、立田周辺の海東海西郡（お

およそ現在の海部地域）で生産され、その品質は高かったようです。他にも蒲の綿は、夏

用の座布団や枕などに使用され、普通の綿（木綿）よりも涼しくて珍重されていたそうです。

「蒲黄」「火口」などの加工品だけでなく、立田で秋に収穫した「蒲の穂」自体も、江戸

時代から各地に出荷されていました。明治時代に鉄道が開通すると、業者が買付けにやっ

てくるようになり、大正時代まで盛んに生産されたそうです。

しかし、昭和に入ると次第に蒲の自生地は減少し、今ではほとんどその姿を見ることは

出来なくなりました。現在、あまり身近でなくなってしまった「蒲」ですが、実は、その

原型が「蒲の穂」に似ていた事に由来する食べ物が残っています。鰻の「蒲焼：昔は鰻の

ブツ切りを串に刺して焼いていた」と「蒲鉾：現在のチクワのようにすり身を串に巻いて

焼いていた（蒲穂子（がまのほこ）→カマボコ　※諸説あり）」です。

昔
、
葛
原
の
神
有
に
か
み
う
ら
と
い
う
谷
が
あ
り
、
そ
の
中
ほ
ど

に
な
り
や
の
渕
と
い
う
一
段
と
深
い
所
が
あ
り
ま
し
た
。

神
有
に
は
三
左
衛
門
と
呼
ば
れ
た
庄
屋
が
あ
り
、
あ
る
と
き
か

ら
そ
こ
へ
、
ど
こ
の
生
ま
れ
と
も
分
か
ら
な
い
美
し
い
若
者
が
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
若
者
の
評
判
は
良
く
、
毎
晩
の
よ
う
に
来
て
、

村
の
者
に
将
棋
を
教
え
て
は
、
風
呂
に
入
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
晩
。
将
棋
を
し
て
い
た
村
の
若
者
た
ち
が
、「
日
照

り
が
続
い
て
い
る
の
で
、
な
り
や
の
渕
の
川
干
し
を
し
よ
う
か
」
と

話
を
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
美
し
い
若
者
が
、「
そ
れ
は
や
め

て
く
れ
よ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
私

が
死
ん
で
し
ま
う
」
と
言
っ
た
の
で
、
そ

こ
に
い
た
村
の
若
者
た
ち
は
、「
君
が
そ

ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
い
っ
て
大
笑
い
し

ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
あ
く
る
日
、
村
の
若
者

た
ち
は
な
り
や
の
渕
の
川
干
し
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
世
に
も
珍
し
い
、
大
き
な

ア
マ
ゴ
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
若
者
た

ち
は
気
味
悪
く
思
っ
て
大
ア
マ
ゴ
を
食
べ
よ
う
と
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

裏
山
に
埋
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
あ
の
美
し
い
若
者
は
全
く
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

出
典

　「
な
り
や
の
渕
」

　『
郷
土
研
究
№
５

　美
山
の
伝
説
』

　美
山
北
中
学
校

　
　社
会
科

　一
九
六
九
年
／
「
な
り
や
の
渕
」

　『
美
山
の
む
か
し
話

　北
部

　
　編
』

　美
山
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　一
九
七
八
年
／
「
な
り
や
の

　
　淵
」

　美
山
の
民
話
編
集
委
員
会
編

　『
美
山
の
民
話

　第
二
集
』

　美
山

　
　町

　一
九
九
四
年
（
掲
載
に
あ
た
り
、
文
章
を
抜
粋
・
改
変
し
て
い
ま
す
。）

く
ず

は
ら

ふ
ち

か
み

あ
り

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、

ふ
ちみ

ざ

え

も
ん

や

し
ょ
う

※本文中は、現在一般的な「蒲の穂」表記とする。

がま

江戸時代の立田輪中と「蒲の穂」の変化

＜岡田啓・野口道直編『尾張名所図会附録　巻５』（国立

国会図書館デジタルコレクション）に加筆して作成。

写真２・３提供：河川環境楽園自然発見館＞

お

やけど

いなば うさぎ

め

はじ

きょうほう

かいとうかいさい

あ ま

うなぎ

かまぼこ


